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P２〜５ こんなことが決まりました（主な議案）
P７ 議案賛否表

P13〜22 そこが聞きたい（一般質問）
P23 委員会研修報告
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令和６年
　第１回臨時会（２月）
　第１回定例会（３月）

鎮西山（五万ケ池）季節の移り変わり



議
案
審
議こんな

ことが
決まりました

　　　　３月　第１回定例会で
令和６年２月　第１回臨時会

第１回臨時会　３議案　可決
第１回定例会　19議案、１諮問、２発議　可決

　令和６年第１回臨時会は２月２９日、第１回定例会が３月８日から２２日までの１５日間開催され、
提出された１９議案を原案のとおり可決、３件の人事案と１件の諮問を同意、２発議を原案のとおり
可決しました。

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
松ま
つ
井い　
結ゆ

華か

地　
区　
三
上

年　
齢　
58
歳

任　
期　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
重

点
支
援
給
付
金�

５
︐２
５
０
万
円

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
主
な
も
の

（
専
決
第
３
号
）

全
員

賛
成

・
上
峰
町
の
各
委
員
会
等
の
費
用
弁

償
の
額
が
、近
隣
市
町
と
比
較
し
て
、

１
回
１
︐０
０
０
円
と
安
価
で
あ
る

た
め
、
県
内
の
町
と
均
衡
を
図
る
た

め
の
改
正

・町
は
特
定
空
家
の
所
有
者
に
対
し
、

助
言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
及
び
代

執
行
を
行
う
旨
を
定
め
、
命
令
等
の

事
前
手
続
き
を
講
ず
る
い
と
ま
が
な

い
緊
急
時
の
代
執
行
制
度
に
つ
い
て

追
加

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

上
峰
町
空
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
の

全
部
を
改
正

全
員

賛
成

全
員

賛
成

上
峰
町
教
育
長
の
選
任

に
つ
い
て

氏　
名　
野の

口ぐ
ち　
敏と
し
雄お

地　
区　
切
通

年　
齢　
66
歳

任　
期　
令
和
６
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
４
月
１
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
馬ば

場ば　
紘ひ
ろ
彦ひ
こ

地　
区　
東
前
牟
田

年　
齢　
85
歳

任　
期　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

氏　
名　
松ま
つ
尾お　
憲の
り
道み
ち

地　
区　
屋
形
原

年　
齢　
73
歳

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

全
員

同
意
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議
案
審
議

令和６年　第１回定例会
令和５年度一般会計補正予算（第７号）

令和６年　第１回臨時会
令和５年度一般会計補正予算（第６号）

7億5,217万3千円

6千197万1千円

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

住民税均等割のみ課
税世帯に対する重点支
援給付金

被災地支援市町職
員派遣負担金

低所得世帯に対する
子育て世帯への加
算給付金 4,500万円4,500万円

30万円30万円

1,500万円1,500万円

特定教育・保育施
設型給付金

介護訓練等給付金

3,000万円3,000万円

350万3千円350万3千円

農村地域防災減災事
業谷渡他劣化・地震・
豪雨耐性評価業務委
託料

産地生産基盤パワー
アップ事業補助金

2,460万円2,460万円

4億8,８５９万7千円4億8,８５９万7千円

令和６年２月２５日〜３月３日まで石川県志賀町
へ職員１名が派遣されました。

農業者団体が実施する麦・大豆のストックセン
ター建設に係る国の補助金です。
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議
案
審
議

学校給食費補助金
5,312万1千円5,312万1千円

鎭西山再整備工事

佐賀県東部環境
施設組合負担金

2億2,350万円2億2,350万円

会計名 予算額
一般会計 126億9,601万9千円

特
別
会
計

国民健康保険 10億4,870万円
後期高齢者医療 1億3,858万3千円
土地取得 6千円
農業集落排水
※歳出予算額 8億1,009万6千円

特別会計合計 19億9,738万5千円
総　合　計 146億9,340万4千円

会 計 別 予 算

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

令和6年度　一般会計予算

126億9,601万9千円

7,732万5千円7,732万5千円

鎮西山再整備に伴う予算となります。
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議
案
審
議

つばきまちづくりプロジェクトCGF
10億1,550万1千円10億1,550万1千円

定住促進奨励金 2,600万円2,600万円
住宅を新築または、購入した場合に奨励金を交付するもの（補助要件あり）

●●●●●●●●住宅を新築または、購入した場合に奨励
金を交付するもの（補助要件あり）

三養基西部土地改良区人件費補助
308万7千円308万7千円

地域通貨業務委託料
健康インセンティブ事業

長寿祝事業
入学祝金

1,996万5千円1,996万5千円
156万円156万円

115万6千円115万6千円
558万円558万円
196万円196万円

地域通貨「mineca（ミネカ）」を使用した
チャージ事業や各種祝い金、インセンティブ
事業の予算となります。

県営外記ため池整備事業負担金

ふるさと納税費積立金
29億8,499万9千円29億8,499万9千円

1,296万円1,296万円

ふるさと納税で寄付者が選択された使い道に応じた予算となります。
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議
案
審
議

議
長
挨
拶

議
長　
大
川　
隆
城

　

今
年
１
月
１
日
能
登

半
島
で
の
地
震
発
生
に

よ
り
多
く
の
方
が
被
災

さ
れ
、
辛
く
厳
し
い
一

年
の
始
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
お
悔
み
申
し
上

げ
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
お
見
舞
申
し
上
げ
る

と
共
に
一
日
も
早
く
復

興
が
進
む
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
、
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
町
の
最
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業

が
整
備
計
画
も
固
ま
り

解
体
工
事
を
終
え
、
各

施
設
建
築
に
向
け
て
の

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

″
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
皆
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
〟
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
に
、
新
た
な
商
業

施
設
を
は
じ
め
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
施
設
も
整
備
さ

れ
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様

と
共
に
す
て
き
な
エ
リ
ア

誕
生
を
期
待
し
た
い
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
の
議
会
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
他
市
町

議
会
で
は
す
で
に
導
入
さ

れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す

が
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

連
絡
業
務
の
簡
略
化
、
及

び
情
報
収
集
等
の
た
め
、

遅
れ
ば
せ
で
は
あ
り
ま
す

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を

進
め
る
べ
く
準
備
、
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
ま
し
て
も
こ
れ
か
ら
も

他
市
町
に
負
け
な
い
各
種

支
援
事
業
、
福
祉
事
業
等

の
充
実
し
た
住
み
よ
い
町

と
な
り
ま
す
よ
う
に
行

政
、
議
会
共
に
協
力
し
つ

つ
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご

意
見
に
耳
を
傾
け
さ
せ
て

戴
き
な
が
ら
一
つ
で
も
多

く
町
政
に
反
映
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
会
へ
の
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

議長交際費の支出状況（令和５年度下半期）　

区分 支出金額 支出内容
お礼 6,700円 総務厚生常任委員研修受け入れ先へ
会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会
お礼 6,700円 振興常任委員研修受け入れ先へ

会費 6,000円 三神地区環境事務組合議会、脊振共同塵芥処理組合議
会、神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合議会意見交換会

献花 33,000円 元町議会議員の葬儀
合計 57,400円

死亡叙勲
受 章 者　中山　五雄 氏（前議長）
勲章種類　旭

きょく

日
じつ

單
たん

光
こう

章
しょう

受章理由　�上峰町議会議員を約16年務められ、
地方自治の発展に尽力されたとして
受章されました。
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

 第１回臨時会

1 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度上峰町一般会計補正予算（専決第３号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

2 上峰町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

3 令和５年度上峰町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

 第１回定例会

4 上峰町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例　 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

5 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

6 上峰町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

7 上峰町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

8 上峰町空家等の適正管理に関する条例の全部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

9 上峰町農村婦人の家設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ × × ○ × ○ －

10 上峰町小学校入学祝金等支給条例の一部を改正する条例 撤回

11 令和5年度上峰町一般会計補正予算（第7号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12 令和5年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

13 令和5年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

14 令和5年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

15 令和6年度上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

16 令和6年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

17 令和6年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

18 令和6年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

19 令和6年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

20 上峰町教育長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

21 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

22 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問
1 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
1 上峰町議会議員の請負の状況の公表に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
２ 上峰町議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

- 予算特別委員会審査報告 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和６年　第１回臨時会、第１回定例会　議案賛否表
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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議
案
審
議

Q　

�

転
倒
骨
折
予
防
教
室
委
託
料
（
通
所
型
）
に
つ

い
て
、
事
業
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を
検
討
す

る
こ
と
。

　
　
　

�

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
現
状
を

踏
ま
え
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

【
税
務
課
】

Q　

�

町
税
滞
納
に
つ
い
て
、
滞
納
繰
越
の
縮
減
に
努

め
る
こ
と
。

　
　
　

�

現
年
度
に
お
け
る
未
納
額
の
縮
減
や
新
た
な
滞

納
者
の
発
生
抑
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

�

電
子
申
告
の
推
進
に
向
け
た
対
策
を
講
ず
る
こ

と
。

　
　
　

�

電
子
申
告
サ
ー
ビ

ス
の
分
か
り
や
す

い
利
用
方
法
の
広

報
啓
発
等
に
よ
り

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
）
や
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）
の
普

及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ＡＡＡ

【
総
務
課
】

Q　

�

消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
に
努
め
る

こ
と
。

　
　
　

�

消
防
団
員
確
保
対
策
事
業
補
助
金
に
よ
り
、
消

防
団
員
募
集
に
の
ぼ
り
旗
の
作
成
設
置
、
団
員

募
集
勧
誘
の
チ
ラ
シ
作
成
配
布
、
団
員
用
長
袖

シ
ャ
ツ
を
購
入
し
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
消

防
団
員
の
魅
力
、
や
り
が
い
を
広
く
周
知
し
ま

す
。

Ａ

Q　

�

人
事
評
価
制
度
運
用
支
援
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
相
互
評
価
の
取
り
入
れ
を
早
急
に
検
討
す

る
こ
と
。

　
　
　

�

相
互
評
価
に
つ
い
て
、
実
施
し
て
い
る
自
治
体

の
取
組
み
内
容
を
精
査
し
、
ま
た
委
託
企
業
へ

の
全
国
に
お
け
る
実
施
状
況
を
把
握
し
て
よ
り

良
い
人
事
評
価
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

【
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
】

Q　
�

鎮
西
山
再
整
備
に
つ
い
て
、
人
的
被
害
が
無
い

よ
う
倒
木
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　
　

�
自
然
を
活
か
し
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
課
】

Q　

�

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
対
策
強

化
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

引
続
き
対
策
強
化
に
努
め
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ＡＡＡ

　
　
算
特
別
委
員
会　
　
査
報
告

予

審

　
令
和
６
年
３
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１5
号
、
令
和
６
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、３
月
１１
日
、１２
日
、

１３
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
慎
重
に

審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
意
見
及
び
要
望
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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議
案
審
議

【
産
業
課
】

Q　
�

狩
猟
免
許
取
得
等
補
助
金
に
つ
い
て
、
周
知
徹

底
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。

Q　

�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
協
議
会
に
つ
い
て
、
導
入

に
向
け
た
取
組
み
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
に
向
け
て
取
組
を

進
め
ま
す
。

【
建
設
課
】

Q　

�

農
村
公
園
遊
具
に
つ
い
て
、
安
全
確
保
に
向
け

た
遊
具
点
検
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

農
村
公
園
遊
具
の
定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
、

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

Q　

�

橋
梁
点
検
委
託
料
に
つ
い
て
、
修
繕
を
要
す
る

橋
梁
の
対
処
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

橋
梁
点
検
の
診
断
に
よ
る
判
定
度
を
勘
案
し

て
、
工
法
等
の
検
討
を
お
こ
な
い
計
画
的
な
措

置
に
努
め
ま
す
。

ＡＡＡＡ

Q　

�

耐
震
診
断
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
建
築
物
全
て
の
耐
震
診
断
に
向
け
て
費
用

の
全
額
補
助
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

耐
震
診
断
の
周
知
に
努
め
、
費
用
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て
派
遣
型
耐
震
診
断
に
よ
る
助
成
を
含

め
て
検
討
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
課
】

Q　

�

青
少
年
育
成
町
民
会
議
補
助
金
に
つ
い
て
、
補

助
金
の
増
額
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

事
業
計
画
を
精
査
し
、
補
助
金
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

Q　
�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
、
上
峰
町
の
Ｐ

Ｒ
（
お
も
て
な
し
含
む
）
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

町
外
、
県
外
か
ら
の
来
場
者
に
対
し
て
、
記
憶

に
残
り
再
訪
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
特
産
品

等
の
お
も
て
な
し
や
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。

ＡＡＡ

【
教
育
課
】

Q　

�

地
域
通
貨
業
務
委

託
料
（
入
学
祝
事

業
）
に
つ
い
て
、

中
学
校
入
学
者
へ

の
支
給
拡
充
を
検

討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

今
後
、
中
学
入
学

者
へ
の
支
給
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Q　

�

樹
木
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
倒
木
の
危
険

性
が
な
く
な
る
よ
う
高
木
の
管
理
に
も
努
め

る
こ
と
。

　
　
　

�

樹
木
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
小
中

学
校
と
も
倒
木
の
危
険
が
生
じ
な
い
よ
う
高

木
の
管
理
に
努
め
ま
す
。

Q　

�

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
異
物
混
入
が
発
生
し

な
い
よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　
　

�

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
今
後
も
異
物
混
入
が

発
生
し
な
い
よ
う
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

ＡＡＡ
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予

算

歳入
205億

1,418万8千円

歳出
205億

1,418万8千円

町税
13億8,175万8千円 
6.7%

地方交付税
13億2,450万円 
6.5%

国庫支出金
9億6,431万5千円
4.7%

県支出金
9億9,684万9千円
4.9%

繰入金
62億3,419万6千円 
30.4%

町債
1億5,642万4千円
0.8%

寄附金
80億176万9千円
39.0%

その他
14億5,437万7千円
7.0%

総務費
150億927万円
73.2%

民生費
18億7,805万4千円
9.2%

農林水産業費
9億1,714万円
4.5%

土木費
4億9,242万9千円
2.4%

教育費
6億1,666万3千円
3.0%

公債費
3億315万7千円
1.5%
その他
2億9,198万円
1.3%

消防費
2億1,184万7千円
1.0%

衛生費
7億9,364万8千円
3.9%

本会期までの累計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
6,468万6千円減額し、11億74万８千円となる

農業集落排水特別会計
２,966万４千円減額し、６億5,309万４千円となる

後期高齢者医療特別会計
97万４千円増額し、１億3,645万７千円となる

　令和５年度　　正予算補
一 般 会 計

８億6,851万９千円増額して、総額205億1,418万８千円となる

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎産地生産基盤パワーアップ事業補助金
� 4億8,859万7千円
◎中心市街地解体工事等貸付金元利収入
� 4億584万円
◎重点支援地方交付金� 9,324万6千円
◎地方交付税 普通交付税� 3,647万6千円
◎農村地域防災減災事業補助金
� 2,345万9千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎産地生産基盤パワーアップ事業補助金
� 4億8,859万7千円
◎ふるさと納税費 積立金� 4億644万円
◎財政調整基金費　積立金
� 1億5,532万9千円
◎低所得世帯に対する重点支援給付金
� 5,250万円
◎�住民税均等割のみ課税世帯に対する重点支

援給付金� 4,500万円

第1回臨時会
第1回定例会
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議
案
審
議

　令和６年　第１回臨時会
　令和５年度上峰町
　一般会計補正予算（議案第３号）

　令和６年　第１回定例会（３月）
　上峰町農村婦人の家設置及び管理
　に関する条例の一部を改正する条例（議案第9号）

　
　
　

�　
大
川　
徹
也　
議
員

　

医
療
機
関
等
物
価
等

高
騰
緊
急
支
援
金
と
地

域
通
貨
業
務
委
託
料（
省

エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促

進
事
業
）
に
つ
い
て
疑

義
が
あ
る
。
今
回
の
医

療
機
関
等
物
価
高
騰
緊

急
支
援
金
の
財
源
は
、

地
域
通
貨
業
務
委
託

料
（
省
エ
ネ
家
電
買
い

替
え
促
進
事
業
）
で
約

1‚000



万
円
余
っ
た

か
ら
、
そ
の
内
、
一
医

療
機
関
ご
と
に
100
万
円

ず
つ
振
り
分
け
て
交
付

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
光
熱
水
費
の

上
昇
と
職
員
の
残
業
代

等
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
た
く
さ
ん
の
ご
苦

労
を
な
さ
れ
て
あ
っ
た

こ
と
は
重
々
承
知
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
理
由

は
町
内
全
て
の
企
業
が

対
象
に
な
る
話
で
、
し

か
も
こ
の
支
援
金
が
決

反
対

　
　
　

�　
江
﨑　
文
男　
議
員

　

私
は
議
案
第
９
号
上

峰
町
農
村
婦
人
の
家
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
反
対
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
る
。

　

こ
の
条
例
は
、
令
和

５
年
中
頃
に
共
同
洗
濯

室
の
洗
濯
機
及
び
乾
燥

機
が
壊
れ
、
そ
の
修
繕

の
部
品
調
達
が
困
難
で
、

ま
た
、
今
般
の
社
会
情

勢
等
か
ら
そ
の
役
目
が

終
了
し
、
そ
れ
を
廃
止

す
る
も
の
。

　

し
か
し
、
近
隣
の
住

民
か
ら
は
、
安
価
で
家

の
洗
濯
機
で
は
洗
濯
さ

れ
な
い
大
き
な
も
の
ま

で
洗
わ
れ
、
ま
た
、
乾

燥
機
の
利
便
性
も
大
変

助
か
っ
て
い
る
意
見
も

聞
く
。
安
易
に
壊
れ
て

廃
止
せ
ず
、
行
政
と
し

て
も
地
区
の
意
見
、
要

望
を
聞
き
な
が
ら
、
こ

の
施
設
の
利
用
度
を
図

る
べ
き
。

反
対

ま
る
経
緯
に
つ
い
て
も
、

町
内
の
各
分
野
の
企
業

を
見
渡
し
公
正
性
の
検

討
を
さ
れ
た
様
子
も
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
積
算
根
拠
も
、

医
療
機
関
の
規
模
等
を

考
え
る
こ
と
な
く
一
律

に
100
万
円
交
付
す
る
も

の
で
、
大
ざ
っ
ぱ
と
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
よ
う
な
理
由
で
こ
の

予
算
に
つ
い
て
は
反
対

す
る
。

　
　
　

�　
吉
田　
　
豊　
議
員

　

反
対
理
由
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
と
申
さ
れ
た

が
、
こ
の
交
付
金
を
使

わ
な
い
場
合
、
国
に
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
交
付
金
で
あ
り
、
国

が
示
す
主
要
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
ら
選
定
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
何

ら
反
対
の
理
由
に
は
当

た
ら
な
い
と
思
う
。よ
っ

て
私
は
賛
成
す
る
。

賛
成

　
　
　

�　
吉
田　
　
豊　
議
員

　

私
は
、
賛
成
の
立
場

で
討
論
す
る
。

　

先
ほ
ど
反
対
討
論
で

発
言
内
容
に
つ
い
て
理

解
す
る
点
も
あ
る
が
、

近
く
の
住
民
じ
ゃ
な
く

て
、
全
町
民
人
口
1
万

弱
と
い
う
総
人
口
で
年

間
の
使
用
者
令
和
３
年

度
が
延
べ
５
人
、
令
和

４
年
度
が
延
べ
９
人
と

い
う
非
常
に
少
な
い
利

用
で
あ
り
、
私
は
こ
こ

で
い
う
洗
濯
機
、
乾
燥

機
と
い
う
の
が
民
間
の

そ
う
い
う
類
似
施
設
が

あ
る
か
ら
、
民
間
施
設

で
十
分
間
に
合
う
も
の

で
あ
り
、
こ
の
条
例
の

一
部
改
正
案
に
は
賛
成

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
賛
成
す
る
。

賛
成

討論

討論
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議
案
審
議

　
　
　

�　
寺
﨑　
太
彦　
議
員

　

私
は
賛
成
の
立
場
で

討
論
に
参
加
す
る
。
洗

濯
機
は
、
例
え
ば
、
婦

人
の
家
の
農
産
物
加
工

を
作
業
し
て
衣
服
が
汚

れ
た
場
合
、
使
う
も
の

で
あ
り
、
ま
た
こ
こ
の

洗
濯
機
が
民
間
よ
り
安

く
使
用
で
き
た
ら
民
業

圧
迫
に
当
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
私
は
賛

成
す
る
。

賛
成

る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

　

町
民
の
多
く
の
人
が

農
村
婦
人
の
家
で
洗
濯

や
乾
燥
が
で
き
る
こ
と

を
認
知
さ
れ
て
な
い
と

思
う
の
で
、
例
え
ば
近

隣
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
よ
り
安
価
で
利
用

で
き
る
こ
と
を
P
R
す

る
な
ど
利
用
者
を
増
や

す
た
め
に
様
々
な
手
立

て
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
的
に
維
持
す
る
た
め

に
は
住
民
に
寄
り
添
い
、

様
々
な
課
題
に
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
の
で
、
本
議
案
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
。

　
　
　

�　
大
川　
徹
也　
議
員

　

本
議
案
に
反
対
の
立

場
で
討
論
す
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
当
該

洗
濯
機
及
び
乾
燥
機
の

利
用
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
近
隣
の
人
々
が

認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
存
在
を

周
知
し
て
い
た
だ
き
、

経
過
観
察
を
し
て
よ
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

反
対

　
　
　

�　
石
橋　
　
信　
議
員

　

私
は
賛
成
の
立
場
で

討
論
す
る
。
婦
人
の
家

に
は
昭
和
５７
年
当
時
に

設
置
さ
れ
老
朽
化
し
て

お
り
交
換
部
品
も
な
く

作
動
し
な
い
状
態
に
あ

る
こ
と
。
利
用
者
数
が

令
和
３
年
は
５
人
令
和

４
年
は
延
べ
９
人
と
少

な
い
こ
と
。
今
後
大
字

堤
地
区
で
管
理
組
合
が

設
置
さ
れ
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。
ま
だ
利
用

さ
れ
る
人
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
現
状
を
踏
ま
え
、

問
題
、
原
因
を
管
理
組

合
の
中
で
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
分
析
し
こ
れ

か
ら
の
取
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
ろ

し
い
と
思
う
。
改
め
て

新
し
い
方
向
に
展
開
で

き
る
と
思
う
の
で
私
は

賛
成
す
る
。

賛
成

　
　
　

�　
原　
　
直
弘　
議
員

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、

農
村
婦
人
の
家
に
設
置

さ
れ
て
い
る
洗
濯
機
及

び
乾
燥
機
の
撤
去
に
伴

い
、
条
例
文
内
の
「
洗

濯
室
の
使
用
料
」
を
削

除
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
数
年
の
利
用
は
多

く
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、

必
要
と
さ
れ
る
人
が
い

る
以
上
は
存
続
の
方
向

で
い
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

事
前
効
果
の
指
標
と

し
て
費
用
対
効
果
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、行
政
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
は
費
用

対
効
果
が
上
が
ら
な
い

場
合
、
そ
の
事
業
を
や

め
る
の
で
は
な
く
、
ど

う
し
た
ら
費
用
対
効
果

が
上
が
る
の
か
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
今
回

の
場
合
は
撤
去
す
る
の

で
は
な
く
、
ど
う
す
れ

ば
利
用
者
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
考
え

反
対

12



一
般
質
問

　３月定例会にて一般質問に登壇した議員は９名となります。通告の質問事項は、下記の通りとなりますが、
議会の様子も編集後にホームページで掲載されますので、あわせてご覧ください。

No. 議　員 頁質問事項（◯印が記事になっております）

一般
質問
そこが聞きたい!!

令和６年度　第１回定例会（３月）

13

３ ①防災対策について
②健康対策について P.16

寺﨑太彦議員

６
①上峰町の情報発信について
②中心市街地活性化事業の進捗について
３農業振興についての取組と今後の計画について

P.19
鈴木千春議員

２
①農業振興
②老人福祉
③学歴詐称について

P.15
吉田豊議員

５
①農業振興について
②集落支援員の活動について
③生涯学習について

P.18
蔵戸新議員

４ ①ふるさと納税について
２中心市街地活性化事業について P.17

江﨑文男議員

８
①上峰町中心市街地活性化事業について
②ふるさと納税関連事業について
③養鰻場について

P.21
吉富隆議員

７
①地域振興対策について
②健康づくり事業の拡充について
３空き家等対策の推進について
④ふるさと納税返礼品の産地偽装等について

P.20
原直弘議員

９ ①ふるさと納税返礼品等について
②ふるさと納税業務委託事業者等について P.22

大川徹也議員

１
①土砂、水害対策について
②安全・安心な町づくりについて
３消防団について
④農業振興について

P.14
石橋信議員



一
般
質
問

一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

歩行ゾーンに色つけを

問
今
露
出
し
て
い
る
部

分
が
さ
ら
に
下
流
に

流
れ
て
い
っ
て
堆
積
し

な
い
よ
う
な
こ
と
が
可

能
か
、
何
か
打
つ
手
は
。

答
建
設
課
副
課
長　
　

何
か
し
ら
対
応
は
で

き
な
い
か
改
め
て
働
き

か
け
る
。

問
令
和
６
年
か
ら
新
５

年
の
計
画
策
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
建
設
課
副
課
長　
　

現
時
点
で
計
画
策
定

は
で
き
て
い
な
い
が
今

後
計
画
を
見
直
し
て
い

く
。問

凹
凸
部
分
は
ハ
ン
ド

ル
を
取
ら
れ
た
り
交

問
都
市
計
画
開
発
は
宅

地
だ
け
の
こ
と
で
は

な
く
生
活
さ
れ
る
人
た

ち
が
そ
の
空
間
で
止
ま

る
こ
と
な
く
生
活
動
線

と
し
て
道
が
あ
る
。
道

路
設
計
は
今
後
ど
の
よ

う
に
。

答
建
設
課
副
課
長　
　

開
発
許
可
等
で
全
体

的
な
計
画
を
指
導
す
る

の
が
難
し
い
。

問
具
体
的
情
報
開
示
は
。

答
教
委
事
務
局
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

掲
載
し
て
い
る
。

問
県
も
ブ
ル
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
る
。
人
通
り
が
多
い

問
12
月
議
会
で
視
察
計

画
す
る
と
返
答
し
た

が
。

問
地
形
的
な
問
題
、
南

部
の
大
字
前
牟
田
集

落
の
皆
様
へ
の
弊
害
に

な
ら
な
い
施
策
は
。

箇
所
は
路
面
に
色
を
付

け
る
等
注
意
喚
起
の
工

夫
を
。

答
町
長　
令
和
６
年
度

か
ら
県
も
交
通
安
全

施
設
の
補
助
を
展
開
し

始
め
る
の
で
申
請
を
随

時
上
げ
る
。

答
産
業
課
長　
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。

要望
仕
事
は
納
期
と
約
束

を
し
っ
か
り
守
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

そ
の
た
め
に
し
っ
か
り

と
計
画
を
た
て
進
め
る

こ
と
。

答
建
設
課
副
課
長　
　

外
周
水
路
は
幾
ら
か

余
裕
が
あ
る
。
南
北
の

水
路
を
部
分
的
に
改
修

す
る
こ
と
で
解
消
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
開
発
申
請
許
可
が
で

た
場
合
町
と
し
て
暮

ら
し
て
い
た
だ
く
人
々

の
安
全
安
心
の
た
め
に

見
直
し
て
欲
し
い
と
か

抑
制
で
き
な
い
か
。

答
町
長　
具
体
的
な
提

案
箇
所
が
あ
れ
ば
地

元
区
長
と
協
議
を
し
て

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
た

い
。

通
事
故
の
発
生
リ
ス
ク

が
高
い
。
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り

や
っ
て
町
内
の
道
路
整

備
を
進
め
て
欲
し
い
が
。

答
建
設
課
副
課
長　
　

計
画
を
立
て
て
凹
凸

具
合
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ

か
ら
対
処
し
安
全
な
道

を
造
っ
て
い
く
。

要望
部
分
的
に
道
路
と
し

て
使
わ
れ
る
箇
所
に

グ
レ
ー
チ
ン
グ
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の

蓋
が
あ
る
が
で
き
る
だ

け
音
が
で
な
い
よ
う
に
。

切
通
川
上
流
右
岸
側
左
岸
側
改
修
は

部
分
的
に
で
も
着
手

三
上
地
区
新
規
開
発
袋
路
状
道
路
は

２
方
向
指
導
は
難
し
い

通
学
路
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
状
況
は

関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い
く

安
全
な
農
作
業
へ
法
面
草
刈
り
作
業
改
善
は

地
区
の
意
向
や
希
望
を
把
握
し
進
め
る

三
上
地
区
大
雨
時
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

排
水
路
の
効
果
的
改
修
が
必
要

町
道
の
路
面
凹
凸
箇
所
整
備
は

５
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る

石橋　信 議員
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一
般
質
問

問
子
ど
も
だ
ま
し
の
答

弁
じ
ゃ
な
い
よ
。
機

械
メ
ー
カ
ー
の
デ
モ
機

に
よ
る
実
演
は
、
無
料

で
で
き
る
も
の
。
一
日

も
早
く
実
演
会
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。

答
町
長　
本
町
と
し
て

は
、
竹
チ
ッ
プ
材
を

活
用
し
て
の
有
機
農
業

は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
竹
の
伐
採

に
つ
い
て
は
大
字
堤
地

区
の
皆
様
方
か
ら
の
ご

指
摘
も
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
竹

チ
ッ
プ
を
作

る
、
粉
砕
、

裁
断
す
る
た

め
の
機
械
の

購
入
の
検
討

は
し
て
い
る
。

問
竹
チ
ッ
プ

を
1
回
田

ん
ぼ
に
散
布

を
す
れ
ば
そ

れ
は
10
〜
20

年
有
効
。
毎

問
50
歳
以
上
の
帯
状
疱

疹
の
疾
病
状
況
が
公

表
さ
れ
、
対
策
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
非

常
に
高
い
そ
う
だ
が
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

50
歳
以
上
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
で
き
、
接
種

す
る
こ
と
で
発
症
率
が

抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
発
症
し
て
も
重
症

化
せ
ず
、
痛
み
が
残
り

に
く
く
な
る
な
ど
の
期

待
が
持
て
る
。

問
ワ
ク
チ
ン
は
、
大
変

希
望
が
持
て
る
。
よ

り
多
く
の
人
が
接
種
で

き
る
よ
う
に
助
成
は
で

き
な
い
か
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
町
の
広
報

紙
な
り
、
別
刷
で
も
い

い
か
ら
住
民
に
周
知
を

徹
底
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
総
務
課
長　
今
後
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問
1
回
目
と
2
回
目
の

調
査
結
果
の
報
告
は

い
つ
さ
れ
た
の
か
。

答
総
務
課
長　
1
回
目

の
調
査
報
告
は
令
和

５
年
４
月
６
日
付
け
、

2
回
目
は
令
和
５
年
８

問
土
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
竹
チ
ッ
プ
の
施

用
が
必
要
で
あ
る
。
竹

チ
ッ
プ
粉
砕
機
の
デ
モ

機
に
よ
る
実
演
は
い
つ

で
き
る
か
。

答
産
業
課
長　
協
議
会

の
立
ち
上
げ
の
後
、

補
助
事
業
を
活
用
し
て

粉
砕
機
の
購
入
を
検
討

し
た
い
。

答
健
康
福
祉
課
長

本
年
１０
月
を
め
ど
に

調
整
を
進
め
て
お
り
実

施
と
な
れ
ば
広
報
等
に

努
め
る
。

月
31
日
付
け
で
提
出
さ

れ
た
。

問
調
査
費
用
は
、
そ
れ

ぞ
れ
い
く
ら
か
。

答
総
務
課
長　
1
回
目

３
１
３,
０
３
０
円
、

2
回
目
２
８
３,
６
２
０

円
支
払
っ
た
。

問
2
回
目
の
調
査
費
用

の
取
り
扱
い
は
。

答
総
務
課
長　
令
和
５

年
６
月
議
会
に
費
用

を
予
算
計
上
し
、
議
会

の
承
認
を
得
た
上
で
、

支
払
い
を
終
え
て
い
る
。

年
散
布
す
る
必
要
は
な

い
。
竹
が
腐
蝕
す
る
ま

で
が
有
効
だ
。
機
械
の

導
入
は
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
機
種
の

決
定
を
す
る
た
め
に
も

デ
モ
機
に
よ
る
実
演
は

重
要
で
あ
る
。

答
町
長　
大
規
模
な
施

設
は
無
理
で
も
、
小

さ
な
機
械
を
入
れ
て
モ

デ
ル
的
に
事
業
と
し
て

竹
を
粉
砕
す
る
こ
と
は

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

帯
状
疱
疹
予
防
に
支
援
を

10
月
を
め
ど
に
調
整
を
進
め
る

学
歴
詐
称
の
調
査
結
果
は

詐
称
は
な
か
っ
た

有
機
農
業
を
ど
う
進
め
る
の
か

み
や
き
町
と
の
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る

樹木粉砕機

吉田　豊 議員
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一
般
質
問

問
外
記
た
め
池
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
外
記
た

め
池
に
災
害
対
応
の

貯
水
調
整
機
能
を
付
加

す
る
外
記
た
め
池
整
備

事
業
は
、
昨
年
７
月
に

県
営
事
業
外
記
地
区
と

し
て
計
画
確
定
。
令
和

５
年
か
ら
令
和
９
年
ま

で
の
５
か
年
計
画
で
、

県
営
事
業
に
よ
り
調
査

設
計
業
務
が
実
施
さ
れ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
測

量
作
業
が
完
了
し
、
工

事
実
施
に
係
る
全
体
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
工
事
箇

所
と
し
て
緊
急
放
流
施

設
、
洪
水
吐
き
の
工
事

を
計
画
し
て
い
る
。

問
外
記
た
め
池
の
公
園

計
画
は
。

答
産
業
課
長　
外
記
た

め
池
周
辺
の
利
用
計

画
と
し
て
、
今
回
の
た

め
池
整
備
事
業
で
管
理

道
路
を
た
め
池
の
周
り

に
整
備
す
る
の
で
、
県

営
事
業
の
完
了
後
と
な

る
が
、
周
回
コ
ー
ス
と

し
て
、
町
民
に
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
利
用
で

き
る
計
画
で
あ
る
。

問
外
記
た
め
池
の
東
側

は
樹
木
が
繁
り
、
管

理
で
き
な
い
状
況
で
、

池
の
周
辺
に
管
理
道
路

が
で
き
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
一
周
回

れ
る
管
理
道
路
を
造

る
。
ま
た
、
支
障
が
あ

る
木
々
は
伐
採
し
、
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
駐
車

場
ス
ペ
ー
ス
も
計
画
し

て
い
る
。

問
米
の
営
農
計
画
を
す

る
の
で
、
水
を
た
め

ら
れ
る
の
か
計
画
を
教

え
て
も
ら
い
た
い
。

答
産
業
課
長　
令
和
７

年
度
は
転
作
を
、
令

和
８
、
９
年
度
は
、
国

の
予
算
の
関
係
が
あ
る

の
で
、
県
か
ら
は
計
画

は
申
し
に
く
い
。
分
か

り
次
第
早
急
に
地
区
に

説
明
し
協
力
を
願
い
た

い
。

問
国
保
の
検
診
実
施
率

の
状
況
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

令
和
２
年
度
41.9
％
令

和
３
年
度
50.3
％
令
和
４

年
度
54.3
％
、
令
和
４
年

度
は
、
過
去
最
高
の
実

施
率
と
な
っ
た
。

問
国
保
の
実
施
率
目
標

は
60
％
。
特
定
健
診

を
受
け
な
か
っ
た
原
因

と
年
齢
層
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

医
療
機
関
で
受
診
を

し
治
療
を
し
て
い
る
こ

と
で
、
健
診
を
し
な
い

で
い
い
と
伺
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
若
年
層
は
受

診
率
が
低
い
と
い
う
傾

向
は
見
ら
れ
る
。

問
P
E
T
検
査
（
が
ん

検
査
）
は
、
10
ミ
リ

前
後
の
が
ん
を
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

悪
性
度
や
進
展
度
の
診

断
と
同
時
に
、
原
発
巣

転
移
部
位
な
ど
が
一
度

に
検
索
で
き
、
通
常
の

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
と

比
較
し
て
、
P
E
T
検

査
の
検
出
率
は
約
20
倍

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

佐
賀
県
内
で
は
、
が
ん

の
死
亡
者
数
が
多
く
、

み
や
き
町
や
玄
海
町
は

助
成
を
さ
れ
て
い
る
。

上
峰
町
で
も
、
P
E
T

検
査
（
が
ん
検
査
）
費

用
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　

P
E
T
検
査
は
、
が

ん
の
転
移
や
再
発
を
早

期
で
、
見
つ
け
る
こ
と

が
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
反
面
、
脳

や
肝
臓
、
腎
臓
、
膀
胱

な
ど
の
が
ん
が
見
つ
け

に
く
い
こ
と
や
、
検
査

の
費
用
が
高
額
で
検
査

で
き
る
医
療
機
関
が
少

な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
P
E
T
検

査
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

情
報
収
集
に
努
め
て
い

き
た
い
。

外
記
た
め
池
の
進
捗
状
況
は

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
完
了

P
E
T
検
査
費
用
助
成
は

情
報
収
集
に
努
め
た
い

外記ため池

がん検診車

特定健診会場

寺﨑　太彦 議員
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江﨑　文男 議員

政
策
と
し
て
加
工
場
を
設
け
て
い
く

町
の
特
産
品
づ
く
り
に
つ
い
て

弁
護
士
と
手
法
を
検
討
す
る

町
へ
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て

問
私
は
特
産
品
そ
の
も

の
と
認
識
し
て
い
る

椿
オ
イ
ル
と
ハ
ン
ド
ク

答
創
生
室
長　
入
っ
て

い
な
い
。
理
由
は
主

原
料
と
さ
れ
る
町
内
で
の

そ
の
油
が
足
り
な
い
の
と

町
外
で
加
工
さ
れ
て
い
る

た
め
。

問
椿
は
町
木
に
認
定
さ

れ
、
そ
ん
な
椿
を
町

の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
生

か
そ
う
と
誕
生
し
た
の

が
こ
の
椿
オ
イ
ル
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
中
心
市
街
地
に
計
画

さ
れ
て
い
る
特
産
品
売

場
や
加
工
場
等
に
こ
の

リ
ー
ム
、
こ
れ
は
今
現

在
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
入
っ
て
い
る
か
。

問
前
回
の
定
例
会
に
て

策
の
導
入
、
追
加
的

措
置
、
ま
た
は
弁
護
士

と
の
検
討
段
階
等
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
今
現

在
の
再
発
防
止
の
具
体

策
は
。

答
創
生
室
長　
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

と
各
事
業
者
と
の
契
約

内
容
変
更
の
説
明
、
返

礼
品
の
出
荷
、
在
庫
管

理
を
徹
底
す
る
目
的
で

の
１
事
業
者
が
取
り
扱

う
返
礼
品
数
の
上
限
設

定
、
１０
月
か
ら
の
総
務

省
基
準
改
正
に
よ
り
、

返
礼
品
出
品
に
総
務
省

問
昨
年
の
２
月
報
道
の

食
肉
偽
装
事
件
で
の

寄
付
者
か
ら
の
寄
付
金

の
返
還
要
求
額
が
損
害

賠
償
に
当
た
る
と
思
う

が
。答

創
生
室
長　
そ
こ
は

十
分
考
え
ら
れ
る
可

能
性
は
あ
る
。
不
適
正

表
示
が
行
わ
れ
た
事
案

に
対
し
て
、
寄
付
者
に

返
金
に
応
じ
る
と
い
う

連
絡
を
し
て
い
る
。
そ

の
寄
付
者
か
ら
ど
の
く

椿
油
を
搾
る
た
め
の
機

械
を
購
入
し
直
接
町
内

で
搾
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
な
る
の
で
は
。

答
町
長　
議
員
の
指
摘

は
、
私
の
問
題
意
識

と
同
じ
で
あ
り
、
本
当

に
そ
う
し
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
重
要

だ
。要望

町
内
に
椿
の
植
樹
を

率
先
し
て
も
ら
い
た

い
。

の
確
認
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
商
流
確

認
書
提
出
の
徹
底
な
ど
。

問
返
礼
品
の
抜
き
打
ち

検
査
の
件
と
不
適
正

表
示
案
が
生
じ
た
場
合

の
原
因
者
に
対
し
経
済

的
負
担
を
負
う
条
項
を

契
約
書
に
盛
り
込
む
内

容
は
。

答
創
生
室
長　
抜
き
打

ち
検
査
に
関
し
て

は
、
程
な
く
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
い
る
。
契

約
書
に
は
、
仲
卸
事
業

者
が
原
因
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
返
礼
品
提
供

事
業
者
が
責
任
を
負
う

と
い
う
形
で
追
記
さ
れ
、

加
え
て
、
当
該
返
礼
品

事
業
者
以
外
の
事
業
者

か
ら
代
替
品
を
送
付
し

た
場
合
の
支
払
い
方
法

に
関
し
て
も
明
記
し
、

担
保
を
取
っ
て
い
る
状

況
で
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
側
で
も
運
用

を
始
め
て
い
る
。

ら
い
の
返
還
請
求
が
な

さ
れ
る
か
確
定
し
な
い

と
、
総
額
算
定
に
至
ら

な
い
た
め
、
も
う
少
し

様
子
を
見
る
必
要
が
あ

る
。問

現
在
の
寄
付
者
か
ら

の
返
還
請
求
件
数
は
。

答
創
生
室
長　
一
番
目

に
起
き
た
牛
肉
３３３

件
、
２
回
目
の
牛
肉
１６６

件
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
は
１
，１
６
５
件
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

返
礼
品
産
地
偽
装
事
件
の
再

発
防
止
策
は

説
明
会
を
再
度
実
施
し
て
い
る

椿の実を使った特産品（椿オイル・ハンドクリーム）
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平
成
２８
年
の
認
定
が
最
後

認
定
新
規
就
農
者
の
認
定
状
況
は

問
熱
中
症
及
び
ケ
ガ
等

の
緊
急
時
の
対
応
に

関
す
る
改
善
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
熱
中
症

対
策
と
し
て
は
、
空

調
服
と
呼
ば
れ
る
フ
ァ

ン
付
の
作
業
着
を
導
入

し
、
ま
た
ケ
ガ
等
に
対

す
る
備
え
と
し
て
救
急

箱
を
公
用
車
に
常
備
し

て
い
る
。
作
業
時
に
は

２
人
以
上
の
体
制
で
行

う
よ
う
に
し
て
お
り
、

緊
急
事
態
に
も
速
や
か

に
対
応
で
き
る
体
制
で

業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

問
空
調
服
や
救
急
箱
な

ど
今
年
度
内
の
早
急

な
改
善
を
感
謝
す
る
。

そ
こ
で
一
つ
加
え
て
問

う
が
、
集
落
支
援
員
の

業
務
内
容
で
は
、
有
害

鳥
獣
対
策
が
あ
り
、
山

に
行
く
こ
と
が
多
い
。

昨
今
で
は
マ
ダ
ニ
に
よ

る
熱
病
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

の
増
加
や
、
キ
イ
ロ
ス

ズ
メ
バ
チ
な
ど
命
に
関

わ
る
問
題
が
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
対
す

る
対
策
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
簡
潔
に

答
弁
す
る
と
、
マ
ダ

ニ
等
に
対
す
る
備
え
は

な
い
。
今
後
調
べ
た
う

え
で
対
応
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問
作
業
内
容
で
刈
払
機

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
用
し
た
危
険
な
作
業

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

安
全
対
策
講
習
等
は
受

講
し
て
い
る
か
。

答
産
業
課
長　
現
在
の

と
こ
ろ
講
習
等
は
受

講
し
て
い
な
い
。
研
修

会
等
に
も
参
加
し
て
い

な
い
。

問
危
険
を
伴
う
作
業
で

万
が
一
事
故
が
発
生

し
た
時
に
、
講
習
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
無
か
っ
た

場
合
は
使
用
者
責
任
が

問
わ
れ
る
。
講
習
受
講

は
最
低
限
必
要
と
思
う

が
。答

産
業
課
長　
講
習
会

の
受
講
な
ど
安
全
対

策
の
対
応
を
今
後
は
取
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
現
在
の
認
定
新
規
就

農
者
の
認
定
状
況
と

就
農
希
望
者
等
の
相
談

受
付
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
平
成
２８

年
度
を
最
後
に
い
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
現

在
１
件
の
新
規
就
農
希

望
者
か
ら
相
談
を
受
け

て
お
り
、
県
や
農
協
と

協
力
し
て
対
応
し
て
い

る
。問

行
事
等
が
困
難
と
な

り
つ
つ
あ
る
公
民
分

館
の
状
況
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　
　

大
字
坊
所
地
区
以
外

で
は
概
ね
人
口
が
減
少

し
て
お
り
、
そ
れ
が
行

問
新
規
就
農
者
に
対
す

る
近
隣
市
町
と
補
助

金
等
の
補
助
率
の
比
較

状
況
は
。

答
産
業
課
長　
さ
が
園

芸
８
８
８
億
円
整
備

支
援
事
業
に
つ
い
て
、

三
神
地
区
の
市
町
に
お

け
る
補
助
率
は
（
市
町

単
費
の
補
助
率
）
１０
分

の
１
か
ら
１０
分
の
２
で

あ
り
、
本
町
の
補
助
率

事
困
難
の
一
因
と
な
る
。

ま
た
働
き
方
の
多
様
化

や
子
育
て
、
介
護
な
ど

の
事
情
に
よ
り
行
事
参

加
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

は
３
分
の
１
で
あ
る
た

め
近
隣
市
町
よ
り
手
厚

い
補
助
を
行
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

問
集
落
支
援
員
制
度
を

活
用
し
て
地
域
行
事

や
事
務
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
生
涯
学
習
課
長　
　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
分
館
長
や

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら

集
落
支
援
員
制
度
な
ど

の
活
用
も
考
え
て
い
き

た
い
。

蔵戸　 新 議員

４
月
か
ら
４
人
体
制
を
計
画

次
年
度
の
集
落
支
援
員
の
採

用
計
画
は

人
口
減
少
す
る
公
民
分
館
へ

の
サ
ポ
ー
ト
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
協
力

18



一
般
質
問

可
能
な
限
り
媒
体
を
活
用
し
て
い
る

町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
進
捗
し
て
い
る

簡
易
Ｐ
Ａ
及
び
定
住
促
進
住
宅
の
進
捗
は

問
現
在
町
が
発
信
し
て

い
る
情
報
の
媒
体
は
。

答
創
生
室
長　
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
や
記
者
会

見
に
よ
る
新
聞
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ウ
ェ
ブ
、

情
報
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
媒
体
。
町
の
保
有
す

る
媒
体
と
し
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、

折
り
込
み
チ
ラ
シ
、
行

政
無
線
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
懸
垂
幕
、
横
断
幕
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で
は
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」、「
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」、「
Ｘ
」、

「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
」、「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
」
な
ど
可
能
な
限
り

媒
体
を
活
用
し
て
い
る
。

関
す
る
連
絡
を
一
斉
配

信
で
利
用
し
た
経
緯
は

あ
る
。
他
の
情
報
の
個

別
発
信
に
つ
い
て
は
、

通
知
の
承
認
も
必
要
で

あ
り
、
ア
プ
リ
開
発
者

と
利
用
可
能
か
詳
細
を

話
し
、
そ
の
結
果
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
高
齢
の
方
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
苦
手
な

方
向
け
に
、
講
習
や
対

面
で
教
示
す
る
な
ど
で

き
な
い
か
。

答
創
生
室
長　
一
緒
に

操
作
す
る
な
ど
は
可

能
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
で

ま
と
め
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な

形
で
や
る
か
に
関
し

て
は
、
ま
だ
方
向
性

が
定
ま
っ
て
お
ら

ず
、
必
要
性
が
あ

問
地
域
通
貨
に
お
け
る

「
ｃ
ｈ
ｉ
ｉ
ｃ
ａ
」

の
登
録
者
数
は
。

答
産
業
課
長　
「
ミ
ネ

カ
」
を
「
ｃ
ｈ
ｉ
ｉ

ｃ
ａ
」
に
移
行
す
る
ア

プ
リ
の
登
録
者
数
は
、

１
，０
９
４
人
と
な
る
。

問
私
も
実
際
に
登
録
し

て
み
た
が
、
ポ
イ
ン

ト
残
高
、
使
え
る
店
舗
、

有
効
期
限
が
１
画
面
で
、

確
認
で
き
大
変
有
効
だ

と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、

情
報
発
信
の
一
環
と
し

て
、
地
域
通
貨
の
使
用

期
限
を
通
知
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
現
状
で

は
、「
ミ
ネ
カ
」
に

れ
ば
徐
々
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答
副
町
長　
特
に
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
関
し
て

は
、
私
が
主
導
し
た
こ

と
も
あ
り
、
把
握
し
て

い
る
成
果
を
紹
介
す
る

と
、
先
日
の
「
大
谷
翔

平
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
」

や
「
天
目
茶
碗
」
の
展

示
に
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を

見
て
来
ら
れ
た
高
齢
の

方
も
多
く
、
じ
わ
じ
わ

と
広
が
っ
て
い
る
感
触

が
あ
る
。
今
後
、
案
内

チ
ラ
シ
を
置
い
た
り
、

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に

は
、
一
緒
に
そ
こ
で
操

作
で
き
る
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
は
徐
々
に
し
て

い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

問
簡
易
Ｐ
Ａ
に
お
け
る

現
在
の
進
捗
と
今
後

の
計
画
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
が
設
置
す
る
簡
易

Ｐ
Ａ
で
あ
り
、
整
備
に

向
け
て
進
捗
し
て
い
る

旨
、
伺
っ
て
い
る
。
次

年
度
に
登
録
申
請
を
行

う
よ
う
計
画
さ
れ
て
お

り
、
町
の
賑
わ
い
の
中

核
施
設
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
に
お

け
る
現
在
の
進
捗
と

今
後
の
計
画
は
。

答
創
生
室
長　
昨
年
の

臨
時
会
に
お
い
て
事

業
契
約
承
認
の
議
決
を

経
て
、
以
後
、
設
計
作

業
が
進
ん
で
お
り
、
順

調
に
進
捗
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
現
状
、
簡
易
Ｐ
Ａ
が

進
捗
し
、
重
機
が
頻

繁
に
稼
働
し
て
い
る
の

を
見
る
が
、
定
住
促
進

住
宅
の
建
設
が
パ
ラ
レ

ル
に
進
ん
で
い
く
と
認

識
し
て
い
る
が
、
建
設

着
手
に
つ
い
て
は
ど
う

い
う
計
画
に
な
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
今
後
設

計
が
完
了
し
、
そ
の

後
建
築
確
認
申
請
等
々

で
、
確
認
許
可
が
下
り
れ

ば
着
工
と
い
う
形
に
な
る
。

問
他
の
Ｃ
Ｇ
Ｆ
で
「
み

ん
な
の
公
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
あ
る
が

こ
ち
ら
の
内
容
は
。

答
創
生
室
長　
こ
れ
は

広
場
で
あ
っ
た
り
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の

経
費
と
考
え
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
催
物
や
し

つ
ら
え
も
含
め
て
と
い

う
形
と
思
っ
て
い
る
。

要望
全
体
像
が
見
え
る
状

況
と
な
っ
て
き
た
の

で
、
引
続
き
進
捗
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

鈴木　千春 議員

LINE ３，９５５名
Youtube 6,630名
Facebook ２，４８３名
X 13名
Instagram ３３名
chiica １，０９４名

上峰町公式LINEの案内

電子媒体の登録者数（２月時点）
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一
般
質
問

て
き
て
い
る
の
で
（
町
負

担
は
な
い
が
）
そ
ち
ら
か

ら
出
る
。

問
昨
年
の
９
月
に
返
礼

品
提
供
事
業
者
が
約

３００
万
円
を
町
に
返
金
の

一
部
と
し
て
支
払
っ
て

い
る
が
、
残
り
の
約

１
，３
０
０
万
円
も
返
礼

品
提
供
事
業
者
が
負
担

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
返
金
希

望
者
数
は
今
後
増
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
返

金
希
望
者
の
確
定
を
し
、

事
業
者
と
の
協
議
の
中

で
返
金
と
い
う
形
が
一

番
い
い
や
り
方
だ
と

思
っ
て
い
る
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

町
民
の
健
康
保
持
と

福
祉
の
増
進
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
、
健
康
無

関
心
層
の
方
へ
の
き
っ

か
け
づ
く
り
等
の
観
点

か
ら
、
ミ
ネ
カ
ポ
イ
ン

ト
付
与
で
の
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
月
に
２
，０
０
０
ポ
イ

ン
ト
の
助
成
に
な
る

問
今
回
の
件
で
は
町
は

相
当
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
。
賠
償
金
を
支

払
わ
せ
る
こ
と
で
、
今
後

の
産
地
偽
装
の
抑
止
に

な
る
と
考
え
る
の
で
厳

し
く
対
処
し
て
欲
し
い
。

答
創
生
室
長　
我
々
と

し
て
は
、
係
争
に
至

る
よ
う
な
案
件
に
な
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

要望
今
回
の
決
着
を
き
っ

ち
り
つ
け
て
お
か
な

け
れ
ば
今
後
に
影
響
す

る
と
思
う
の
で
、
係
争

に
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば

受
け
て
立
つ
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
。

と
思
う
が
、
そ
の
付
与

の
方
法
と
利
用
者
へ
の
周

知
に
つ
い
て
問
う
。

答
健
康
福
祉
課
長　
ポ

イ
ン
ト
付
与
の
方
法

は
予
算
可
決
後
に
事
業

者
と
の
調
整
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
約
８０

名
の
利
用
者
へ
の
周
知

は
、
個
別
に
行
う
よ
う

予
定
し
て
い
る
。

問
鎮
西
山
城
跡
で
出
土

し
た
玳
玻
天
目
茶
碗

は
、
国
内
で
の
出
土
事

例
は
4
箇
所
し
か
な
く
、

し
か
も
京
都
の
平
安
京

や
鎌
倉
な
ど
の
政
治
、

経
済
の
中
心
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
の
知
名

度
ア
ッ
プ
や
情
報
発
信

の
柱
に
な
る
と
考
え
る

の
で
、
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
問
う
。

答
文
化
課
長　
機
会
と

場
所
を
十
分
検
討
し

有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
レ
プ

リ
カ
作
成
の
話
も
あ
る
。

問
展
示
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
学
館
だ
け

で
は
な
く
町
の
行
事
等

の
開
催
会
場
で
行
う
な

ど
し
て
、
よ
り
多
く
の

方
に
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
文
化
課
長　
ふ
る
さ

と
学
館
で
展
示
し
た

際
に
は
、
県
外
の
方
か

ら
場
所
が
わ
か
り
づ
ら

い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
っ
た
の
で
、
今
後
は

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て

見
て
も
ら
う
と
い
う
や

り
方
を
考
え
て
い
き
た

い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
産
地
偽
装
や
地

場
産
品
基
準
の
ル
ー
ル

逸
脱
疑
惑
な
ど
に
対
し
、

実
効
性
の
あ
る
再
発
防

止
策
は
急
務
で
あ
る
。

今
回
の
産
地
偽
装
業
者

に
対
す
る
金
銭
的
賠
償

を
含
め
た
罰
則
の
実
行

に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
ず
、
偽
装
に
伴
う

返
金
希
望
者
数
は
。

答
創
生
室
長　
牛
肉
に

つ
い
て
は
333
件
と
１６６

問
町
民
の
健
康
保
持
と

福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
ジ

ム
等
の
利
用
者
に
助
成

を
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

件
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
１
，１
６

５
件
で
あ
る
。

問
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
附
金

の
額
は
い
く
ら
か
。

答
創
生
室
長　
全
て
１

０
，０
０
０
円
で
あ
る
。

問
単
純
に
返
金
額
は
約

１
，６
０
０
万
円
。

返
金
希
望
者
に
寄
附
金
と

同
額
を
返
金
す
る
わ
け
だ

が
町
が
支
払
う
の
か
。

答
創
生
室
長　
寄
附
金

で
一
般
会
計
に
入
っ

の
対
象
者
は
町
の
委
託

を
受
け
た
ジ
ム
等
の
利

用
者
に
限
ら
れ
て
い
た

た
め
対
象
者
の
拡
充
を

提
議
し
て
い
た
が
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

原　直弘 議員

玳た
い

玻ひ

天て
ん

目も
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん

の
出
土
に
伴

う
今
後
の
展
開
は

多
目
的
に
検
討
し
有
効
活
用
を
図
る

返
礼
品
産
地
偽
装
業
者
に
対

す
る
罰
則
の
実
行
は

係
争
も
想
定
し
て
い
る

健
康
づ
く
り
事
業
の
助
成
対

象
外
の
方
へ
の
助
成
は

ミ
ネ
カ
ポ
イ
ン
ト
付
与
で
の
事
業
を
進
め
る

20



一
般
質
問

吉富　隆 議員

に
つ
い
て
の
、
支
払
い

の
旨
の
契
約
を
、
今
巻

い
て
い
る
と
こ
ろ
。
今

後
二
度
と
起
こ
さ
な
い

と
い
う
決
意
を
持
っ
て

い
る
。

所感
今
後
ふ
る
さ
と
納
税

関
連
事
業
に
つ
い
て

は
法
律
に
抵
触
し
な
い
よ

う
に
行
政
に
お
願
い
し
て

き
た
が
、
法
律
に
抵
触
し

た
。
今
後
に
お
い
て
は
、

誠
心
誠
意
遂
行
し
て
欲

し
い
。
町
民
の
声
は
、「
議

会
は
町
民
の
代
表
で
あ
る

た
め
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る

以
上
は
、
チ
ェ
ッ
ク
し
な

さ
い
」
と
厳
し
く
追
及
も

さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、

議
会
、
行
政
に
も
責
任
は

あ
る
。今
後
に
お
い
て
は
、

議
論
を
重
ね
、
対
策
を
す

る
事
が
大
事
で
あ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
通

す
こ
と
と
な
る
。

問
総
事
業
費
に
つ
い
て

は
。

答
町
長　
町
の
予
算
を

基
に
土
地
の
取
得
か

ら
設
計
、
建
設
、
維
持

管
理
を
み
て
い
く
事
業

で
は
な
い
。
ま
た
、
民

間
の
資
力
・
信
用
を
活

用
し
な
が
ら
、
金
融
機

関
か
ら
調
達
を
民
間
が

進
め
て
い
る
。

所感
今
後
に
つ
い
て
は
、

進
捗
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
関
連

事
業
に
つ
い
て
。

答
創
生
室
長　
本
年
度

４
月
か
ら
１２
月
ま
で

の
実
績
は
、
件
数
に
し

て
約
５９
万
件
あ
り
、
寄

付
金
額
は
、
約
７４
億
円

と
な
る
。

問
令
和
４
年
と
５
年
度

を
合
わ
せ
る
と
、
約

１８０
億
円
と
な
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
偽
装
問

題
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
、
法
に
触
れ
る
と

思
う
が
、
執
行
部
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答

町
長　
食
品
表
示
法

の
不
適
正
表
示
と
思

う
。
こ
う
し
た
事
案
が

な
い
よ
う
に
、
契
約
書

に
提
供
事
業
者
が
、
納

品
業
者
の
産
地
偽
装
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
責

任
を
負
い
、
代
替
品
、

そ
う
し
た
そ
の
損
失
分

問
上
峰
町
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
の
工
事

進
捗
に
つ
い
て
は
。

答
創
生
室
長　
現
在
官

民
共
同
事
業
体
で
あ

る
合
同
会
社
に
よ
り
、

造
成
工
事
が
な
さ
れ
て

い
る
。
簡
易
Ｐ
Ａ
に
つ

い
て
は
、
整
備
に
向
け

進
捗
し
て
お
り
、

P
F
I
で
行
う
定
住
促

進
住
宅
は
設
計
が
進
捗

し
て
い
る
。
そ
の
後
、

文
教
施
設
の
着
工
を
目

途
と
し
て
い
く
状
況
。

体
育
館
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
実
施
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
以
後
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗
に
つ
い
て

件
数
59
万
件
、
寄
付
額
約
74
億
円

問
養
鰻
場
の
進
捗
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て

は
。答

産
業
課
長　
つ
ば
き

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｇ
Ｆ
と
し

て
、
貸
付
金
４
億
８
千

９
百
万
円
を
令
和
４
年

２
月
１０
日
に
貸
付
を
し

て
い
る
。

問
４
億
８
千
９
百
万
円

の
予
算
措

置
が
な
さ
れ

て
お
り
、
同

僚
議
員
と
見

に
行
っ
た
。

そ
の
後
、
一

般
質
問
で
尋

ね
た
。
町
長

答
弁
で
は
、

今
後
、
鎮
西

山
付
近
に
養

鰻
場
の
建
設

を
考
え
て
い

る
、
答
弁
が

あ
っ
た
。
今
後
、
商
品

化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答
産
業
課
長　
鎮
西
山

付
近
で
の
計
画
も
、

今
後
合
同
会
社
か
ら
ま

ち
づ
く
り
通
信
を
介
し

て
広
報
が
あ
る
も
の
と

思
う
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

養
鰻
場
の
進
捗
と
今
後
の
計

画
はＣ

Ｇ
Ｆ
と
し
て
貸
付
し
て
い
る

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

工
事
進
捗
は

合
同
会
社
に
て
造
成
工
事
中
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一
般
質
問

大川　徹也 議員

問
昨
年
判
明
し
た
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と

牛
肉
の
産
地
偽
装
を
経

て
、
そ
の
後
委
託
先
業

務
の
把
握
や
管
理
、
不

備
等
へ
の
対
応
は
。

答
創
生
室
長　
説
明
会

を
実
施
し
在
庫
管
理

を
徹
底
す
る
目
的
で
１

問
当
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
業
務
の
受
託
事
業

者
が
設
立
さ
れ
た
年
月

と
当
町
の
業
務
を
最
初

に
受
託
し
た
年
月
は
。

答
創
生
室
長　
平
成
２９

年
３
月
に
設
立
。

問
選
定
の
方
法
は
。

答
町
長　
平
成
２８
年
に

国
の
補
助
金
で
情
報

発
信
と
ふ
る
さ
と
納
税

を
や
る
目
的
で
組
成
し

た
地
域
商
社
で
あ
る
た

め
随
意
契
約
。

問
町
長
は
令
和
４
年
の

７
月
く
ら
い
か
ら
当

該
地
域
商
社
の
理
事
と

な
っ
て
い
る
。
地
方
自

治
法
の
１４２
条
、
１４３
条
の

兼
業
禁
止
を
ど
う
思
っ

て
い
る
か
。

答
町
長　
農
泊
基
金
と

し
て
１
，０
５
０
万

円
を
造
成
し
て
い
た
の

で
兼
業
禁
止
に
当
た
ら

な
い
と
判
断
を
し
、
社

協
と
同
様
に
理
事
と
し

て
就
任
し
て
い
た
。

問
１２
月
議
会
で
町
長

は
、
中
心
市
街
地
完

成
に
備
え
、
地
域
商
社

の
本
来
業
務
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
目
的
と
し
て

参
加
し
て
い
る
と
答
弁

し
た
。
し
か
し
、
今
回

理
事
を
降
り
た
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
流
れ

か
。答

町
長　
（
観
光
庁
の
）

手
引
き
に
は
文
化

財
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

交
通
、
地
公
体
、
住
民
、

飲
食
店
、宿
泊
、農
商
工
、

問
令
和
４
年
の
九
州
農

政
局
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
て
、
久
留
米
市
の

事
業
者
が
少
な
く
と
も

令
和
２
年
１１
月
か
ら
令

和
３
年
１１
月
ま
で
鰻
の

産
地
偽
装
を
行
い
、
処

事
業
者
が
扱
う
返
礼
品

数
の
上
限
設
定
や
１０
月

の
基
準
改
正
に
よ
り
総

務
省
が
返
礼
品
出
品
確

認
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、

商
流
確
認
の
徹
底
と
新

規
事
業
者
に
は
信
用
調

査
を
行
う
旨
、
報
告
を

受
け
て
い
る
。

問
ど
こ
に
業
務
経
験
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
思
う
が
。

答
町
長　
随
意
契
約
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は

本
町
に
地
域
商
社
が
な
い

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
事

業
者
が
運
営
す
べ
き
で
な

い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
当
時
は
ま
だ
業
務
経

験
の
あ
る
と
こ
ろ
は
な

く
、
利
益
を
地
域
に
還
元

し
な
い
株
式
会
社
で
は
な

い
地
域
商
社
の
随
時
契
約

が
適
切
。

公
園
の
代
表
者
と
あ
り
、

私
は
公
園
の
代
表
者
で

入
っ
て
い
た
が
、
中
心

市
街
地
の
公
園
を
（
民

間
）
事
業
者
が
行
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
退
任

し
た
。

問
先
ほ
ど
の
続
き
だ

が
、
町
長
は
行
政
長

と
し
て
、
ま
た
、
職
員

も
同
様
に
入
り
な
が
ら
、

創
生
室
が
し
っ
か
り
と

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強

め
る
こ
と
で
、
こ
の
地

域
商
社
が
地
域
活
性
化

の
大
き
な
柱
に
な
り
、

新
し
い
公
共
の
担
い
手

に
な
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
い
う
判
断
を
し
て
い

る
と
言
っ
て
い
る
が
。

答
町
長　
行
政
庁
と
い

う
こ
と
を
捉
え
て
、

行
政
の
代
表
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
私
は
行

政
庁
と
い
う
立
場
で
、

公
園
管
理
者
と
し
て
、

入
っ
て
い
た
。
地
公
体

の
職
員
は
そ
の
ま
ま
地

公
体
と
し
て
入
っ
て
い

る
。

い
た
が
、
こ
れ
ら
の
期

間
に
そ
の
産
地
偽
装
さ

れ
た
鰻
が
当
町
に
も
納

品
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答
創
生
室
長　
本
事
案

に
つ
い
て
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。

要望
精
査
し
た
後
に
報
告

し
て
も
ら
い
た
い
。

分
を
受
け
た
旨
が
判
明

し
た
。
こ
の
期
間
に
１１

万
６
，２
０
６
尾
を
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
取
り

扱
い
業
者
等
に
販
売
し

た
。
こ
の
事
業
者
は
当

町
に
も
鰻
を
納
入
し
て

管
理
を
徹
底
す
る
目
的
で
説
明
会
を
実
施

今
後
の
返
礼
品
の
管
理
等
は

兼
業
禁
止
に
当
た
ら
な
い

地
方
自
治
法
の
兼
業
禁
止
の
理
解
は

確
認
で
き
て
い
な
い

鰻
の
疑
義
に
つ
い
て

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
事

業
者
の
選
定
方
法
は

業
務
遂
行
が
で
き
る
こ
と
が
条
件
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議
会
活
動

　
令
和
６
年
３
月
25
日
、

鳥
栖
市
、
み
や
き
町
、

上
峰
町
、
吉
野
ヶ
里
町
、

神
埼
市
の
２
市
３
町
で

構
成
さ
れ
る
佐
賀
県
東

部
環
境
施
設
組
合
に
よ

り
、
新
た
に
建
設
さ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型

廃
棄
物
処
理
施
設

「
佐
賀
東
部
ク
リ
ー
ン
エ

コ
ラ
ン
ド
」
へ
、
議
会

で
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

施
設
概
要

　

県
東
部
２
市
３
町
の

人
口
約
15
万
７
０
０
０

人
の
ご
み
を
処
理
す
る

施
設
で
、
本
年
４
月
１

日
よ
り
本
格
稼
働
と
な

り
ま
す
。
１
日
に
最
大

172
ト
ン
を
処
理
し
、
焼

却
時
に
発
生
し
た
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て

発
電
し
、
施
設
内
の
電

力
を
賄
い
、
余
っ
た
電

力
は
売
電
す
る
計
画
と

の
こ
と
で
す
。

避
難
所
機
能

　

施
設
は
、
浸
水
対
策

が
さ
れ
て
お
り
、
災
害

時
、
災
害
ご
み
の
受
け

入
れ
が
可
能
な
こ
と
に

加
え
て
、
避
難
所
と
し

て
の
機
能
も
備
え
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

見
学
に
つ
い
て

　

施
設
は
、「
だ
れ
で

も
・
い
つ
で
も
・
ご
み

処
理
と
地
域
に
つ
い
て

学
べ
る
ひ
ら
か
れ
た
学

習
拠
点
」
を
目
指
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、

実
際
の
処
理
現
場
の
ガ

ラ
ス
面
が
自
動
清
掃
さ

れ
る
こ
と
や
、
壁
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
に
よ
る
動
画
再

生
、
3
D
背
景
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
来
場
者

を
意
識
し
た
工
夫
が
随

所
に
あ
り
ま
し
た
。

次
期
ご
み
処
理
施
設
視
察
研
修
報
告

ごみ焼却場

ごみ焼却場

※見学には予約が必要となります。

行事への参加� １月～３月

１月４日　上峰町新年賀詞交歓会
１月７日　二十歳のつどい
１月29日　自治振興セミナー
２月４日　�北方領土返還要求佐賀

県民集会
２月５日　市町行政講演会
３月８日　上峰中学校卒業式
３月15日　上峰小学校卒業式

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を
傍聴していただき、ありがとう
ございます。
　次回の定例会の会期は、６月
７日（金）から６月1４日（金）
までを予定しています。
　一般質問は６月１０日（月）及
び1１日（火）の予定です。
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上
峰

議
会

だ
よ

り
　

209号
　

令
和

６
年

４
月

24日
発

行
■

発
行

／
佐

賀
県

上
峰

町
議

会
　住

所
／

上
峰

町
大

字
坊

所
383番

地
１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
鈴
木　
千
春

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
江
﨑　
文
男

�

委
員　
　
　
石
橋　
　
信

�

委
員　
　
　
蔵
戸　
　
新

　
春
の
う
ら
ら
か
な
日
和
を
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
桜
も
す
で
に
散
り
、
山
々
は
新
緑
に
包
ま
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
の
心
に
残
る
春
の
情
景
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
私
た
ち
広
報
編
集
委
員
会
も
2
年
目
と

な
り
、
毎
号
の
編
集
作
業
も
よ
り
良
く
、
よ
り
読

み
や
す
く
を
目
標
に
編
集
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
な
記
事
が
出
来
て
い
る
の

か
不
安
な
点
も
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

　
他
の
自
治
体
の
議
会
だ
よ
り
を
研
究
す
る
機
会

も
あ
り
、
中
に
は
町
民
か
ら
川
柳
を
募
集
し
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
う
自
治
体
や
、
議
員
の
私
生
活
を
紹

介
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。

　
も
っ
と
面
白
く
、
も
っ
と
読
み
や
す
い
記
事
に

で
き
る
よ
う
私
た
ち
も
日
々
努
力
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
蔵
戸
）

あ
と
が
き

　上峰サッカークラブは園児から
小学６年生までを対象に、スクー
ルとアカデミーのクラスに分けて
練習をしています。団員を絶賛募
集中です。サッカーに興味がある
子、体を動かすのが好きな子、ぜ
ひ一度見学に来てください。

【活動場所】すぱーく上峰
【活動日】
　【スクール】
　　園児・小１　毎週土　� 10：00～11：00
　　小２～６　　毎週土　� 11：00～12：00
　【アカデミー】
　　小１～６　　毎週火・金　�18：00～19：40
　　　　　　　　毎週土　　　� 8：30～10：00

「上峰サッカークラブ」

☎０９０－５２９６－２７９０（事務局/牛山卓也）問い合わせ

■
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

新しい発見！

クラブ
の紹介
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